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第 1 章 はじめに  

 日本語の中には、格助詞「が」が文の最後に来て「…が。」の形で終了するという文が

数多く見受けられる。この「が。」で終わる文には一体どのような働きと意味があるのだろ

うか。実際にコーパスを調べてみると、多くの実例があることがわかった。普段、日本人

が何気なく使っているこの形について、その意味や使われ方を調べてみたいと考えるに至

った。 

 実際のデータ収集に関しては、国立国語研究所『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（少

納言）（KOTONOHA 2012）(BCCWJ)を用いて調査を行った。調査は、まず機械的に「が。」で

終止している文を収集し、これらの文の最後が格助詞の「が」であるかどうかについて一

文一文判定を行うという形で行った。文の選定にはかなりの困難を要したが、最終的に選

定された文に対して、統語的特性、意味役割、表現性などの面から考察を行った。 

 

第 2 章 先行研究 

 「言いさし文」に関する先行研究としては、白川(2009)をはじめ、荻原(2008)にもあた

り、日本語における「言いさし」とは現在どのように捉えられているのかということにつ

いて調べた。また、格助詞や格そのもの、ガ格については、仁田ほか(2000)、柴谷(1978)

などを参考にし、さらにガ格と動詞との関係においては村木(1991)にあたり、動詞の統語

的特性面からの研究を参考にした。 

 

第 3 章 調査結果および分析 

 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（少納言）（KOTONOHA 2012）(BCCWJ)を、全ジャン

ル、全期間 (1970-2008)[合計約 1 億 500 万語]を対象として検索した結果、「が。」で終わ

る文は全体で 12973 件が該当した。採集したデータの中から、今回の研究対象であるガ格

で終わっている文を判別し集計を行ったところ 1526 件が該当した。 

抽出されたガ格で終わる文を統語的基準によって以下のような４つに分類した。 

[Ａ] ガ格の述語に相当するもの（述語として想定されるもの）が先行文脈内に顕在するも

の。 

[Ｂ]先行文脈内のガ格が当該文において再度取り出されているもの。 

[Ｃ]ガ格の述語に相当するものが文脈内に顕在しないが、述語を想定し得るもの。 

[Ｄ]ガ格と述語との結びつき自体が想定しにくいもの。 

この中では[Ｃ]タイプが最も多く、71.4%を占めることがわかった。 

さらに命題の意味を基準に分類すると、以下のような結果となった。 

Ⅰ．存在を表すもの 

Ⅱ．出現を表すもの 

Ⅲ．感覚を表すもの 

Ⅳ．非難を表すもの 

Ⅴ．その他 

「Ⅰ．存在を表すもの」が最も多く見られ、44.03%と半分に近い数であった。 

ここで、さらにそれぞれに統語的な分類[Ａ] ～[Ｄ]を当てはめ、考察を行った。 

Ⅰ（存在を表すもの）、Ⅱ（出現を表すもの）、Ⅲ（感覚を表すもの）では[Ｃ]タイプが

最も多かった。特にⅠ、Ⅱにおいては、実に 90％以上を占めていることがわかった。この
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ことから、ガ格で終わる文は、述語が文脈内に顕在するかしないかに関わらず、述語が想

定し得る場合に現れやすいということが明らかになった。 

 

第 4 章 ガ格で終わる文の表現性 

 「が。」で終わる文には特徴的な表現効果があり、効果や症状の出現を表現する場合、完

全文ではなく「が。」の形で止めることで期待感を持たせる表現となる。薬や薬剤、マッサ

ージなどの施術、運動の効果または占いなどを表現する際によく使われることを示した。 

 

第 5 章 まとめ 

 本研究はガ格で終わる文について、主にその統語的特徴、当該ガ格と顕在・潜在する述

語による命題の意味、表現機能に注目しての研究となった。収集したデータにはさまざま

なものがあり，ガ格で終わる文の多様な様相を見ることができた。文が文中形である「が。」

で終わっていても、そこに多くの表現や意図が隠されており、母語話者はその意味やニュ

アンスを暗黙のうちに予測し、受け止め、理解しているということを改めて認識すること

ができた。 
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